
航
者
と
い
い
、
後
者
を
移
住
者
と
い
う
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

海
外
移
住
者
に
関
す
る
資
料
の
ひ
と
つ
に
広
島
県
海
外
協
会
の
「
海
外
移
住
者
名
薄
」
 
（
昭
和
三
十
八
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
戦
 
 

前
移
住
者
名
簿
、
計
画
渡
航
に
よ
る
戦
後
移
住
者
名
将
お
よ
び
自
費
渡
航
に
よ
る
戦
後
移
住
者
名
簿
の
三
部
か
ら
成
り
立
っ
て
い
 
 

る
。
こ
の
う
ち
、
「
戦
前
移
住
者
名
簿
」
に
は
、
明
治
年
間
か
ら
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
終
戦
時
ま
で
に
、
本
県
か
ら
海
外
の
 
 

諸
地
域
（
た
だ
し
、
朝
鮮
・
台
湾
・
樺
太
∴
洞
州
・
中
国
・
南
洋
委
任
統
治
地
を
除
く
）
へ
移
住
し
た
県
内
約
一
万
二
五
〇
〇
家
族
が
収
録
さ
 
 

れ
て
い
る
（
一
部
帰
国
者
も
い
る
）
。
と
は
い
え
、
名
簿
作
成
の
た
め
の
調
査
票
の
回
収
率
が
六
七
％
で
あ
り
、
記
載
も
れ
も
相
当
あ
 
 

る
の
で
、
実
際
ほ
こ
れ
よ
り
更
に
上
ま
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
 
 

ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
諸
地
域
に
わ
た
る
調
査
で
あ
る
こ
と
、
戦
後
、
社
会
が
安
定
し
、
し
か
も
戦
前
の
動
向
を
伺
う
の
に
よ
い
時
 
 

期
の
調
査
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
を
辛
が
か
り
に
、
戦
前
の
熊
野
町
の
海
外
移
住
者
の
あ
と
を
追
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
 
 

同
時
に
、
海
外
渡
航
者
に
も
触
れ
て
み
た
い
。
 
 

窮
」
ハ
節
 
移
 
 
 
民
 
 

海
外
移
住
者
名
簿
 
 

第
六
節
 
移
 
 

一
戦
前
の
海
外
渡
航
者
と
移
住
者
 
 
 

ふ
つ
う
「
移
民
」
と
言
わ
れ
て
い
る
人
々
の
な
か
に
は
、
数
年
間
、
海
外
に
渡
っ
て
出
稼
ぎ
を
す
る
人
と
、
 
 

そ
の
ま
ま
海
外
に
留
ま
っ
て
働
き
、
生
活
し
続
け
る
人
が
い
る
。
使
い
わ
け
は
む
つ
か
し
い
が
、
前
者
を
渡
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い
。
こ
れ
に
対
し
て
熊
野
町
ほ
、
総
数
で
矢
野
町
の
お
よ
そ
二
分
の
一
で
あ
る
。
人
口
ほ
梅
野
町
が
矢
野
町
よ
り
い
つ
も
多
い
こ
と
を
 
 

考
慮
す
る
と
そ
の
割
合
は
、
も
っ
と
下
が
る
。
蓑
5
－
6
1
2
の
大
正
七
年
の
本
籍
人
口
と
の
割
合
で
み
て
も
そ
の
こ
と
が
言
え
る
。
 
 
 

移
住
先
は
、
矢
野
町
が
ア
メ
リ
カ
・
ハ
ワ
イ
が
中
心
で
あ
る
の
に
対
し
、
熊
野
町
は
ブ
ラ
ジ
ル
・
ハ
ワ
イ
に
特
色
を
も
っ
て
い
る
。
 
 

第
五
黄
 
近
 
 
 
代
 
 

ほ
か
に
、
「
熊
野
町
の
海
外
渡
航
者
」
（
以
後
、
「
渡
航
者
」
と
い
う
、
熊
野
町
郷
土
史
研
究
会
）
、
「
熊
野
村
（
町
）
出
入
国
人
口
及
び
現
 
 

住
戸
数
」
（
以
後
、
「
出
入
国
人
口
」
と
い
う
、
県
統
計
書
な
ど
）
な
ど
も
資
料
と
し
て
参
考
に
し
た
。
 
 

表5－6－1 戦前の海外移住老数  

（）はその家族員数  能
…
野
町
の
特
色
 
 

熊野町  矢野町  熊野跡村   
ア メリ カ   35   192   2  

（9）   （33）   

′、 ワ  イ   6   21   14  
（2）   （5）   （8）   

カナダ  2   2   0  

（5）   （0）  

メキシコ  5   4   0  

（0）   （0）  

ブラジル  32   6   4  

（49）   （13）   （20）   

へ／レー  3   1   1  

（2）   （0）   （0）  

その他・南米  1   0  

（0）   （0）   （0）   

フィリピソ  0   0   4  

（0）   （0）   （4）  

オーストラリ  0   0   

ア   （0）   （0）   （0）   

小  計  84   227   26  
（67）  （53）   （33）  

合計  151   280   59  

熊
野
町
と
隣
接
す
る
矢
野
町
（
海
岸
部
を
代
袈
さ
せ
て
）
－
熊
野
跡
村
（
内
陸
部
を
代
表
さ
せ
て
）
の
移
住
地
別
に
移
住
 
 

者
数
（
そ
の
家
族
員
数
も
）
を
ま
と
め
て
み
る
と
麦
5
6
1
の
よ
う
に
な
る
。
合
計
を
み
る
と
矢
野
町
が
多
 
 

海外移住者名簿より  

表5¶6－2 安芸郡の在外国人員  

大正8年県統計書第1編より   

β94  



表5－6－3 在ハワイ国その他仕送表貯蓄金（熊野村）  

渡航先  年首出稼  本 年 中  本 年 中  貯 蓄 金    人口の総数  出稼人総数  本邦仕送金  現 在 高   

？   730．52円   310．00円  

明治26年  ハ ワ イ   
10人  8   853．00   401．00   

0   687．50   430．10  

明治27年  ハ ワ イ   
15  6   578．00   500．10   

0   ＊885．00   458．50  

明治28年  ／、ワ イ   田  0   1，521．05  797．82   

第
六
節
 
移
 
 
 
民
 
 
 

注1＊の数字と明治28年の送金者調の送金額と出様帰郷者の携帯金額の合計（862   

円69銭）を比べるとわずかにくい違うがそのままとする。   

2 渡航先のその他は、あとで述べるクインスラソド、フィジーなどと考えられる0  

熊野村役場所蔵資料以下同じ  

最
も
移
住
者
の
少
な
い
熊
野
跡
村
は
、
ハ
ワ
イ
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
フ
ィ
リ
ピ
ソ
が
 
 

多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
出
身
町
村
に
よ
る
割
合
や
移
住
先
に
は
片
寄
り
が
大
き
 
 

い
。
こ
れ
は
、
移
住
者
を
送
り
出
し
た
町
村
の
姿
勢
や
移
住
者
自
身
の
経
済
的
 
 

理
由
、
ま
た
渡
航
や
移
住
が
先
に
渡
航
し
た
人
か
ら
わ
情
報
及
び
呼
び
寄
せ
に
 
 

よ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

ハ
ワ
イ
で
あ
る
。
熊
野
か
ら
は
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
、
十
六
年
、
十
八
 
 

年
、
十
九
年
に
ひ
と
り
ず
つ
、
「
出
入
国
人
口
」
で
は
、
二
十
年
に
男
一
人
、
 
 

二
十
一
年
に
は
男
六
人
女
一
人
が
渡
航
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
人
々
の
な
か
で
 
 

「
名
将
」
で
ア
メ
リ
カ
と
な
っ
て
い
る
人
も
、
は
じ
め
の
何
年
聞
か
を
ハ
ワ
イ
 
 

で
働
い
て
い
た
場
合
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

ま
た
国
内
で
ほ
、
明
治
十
五
年
か
ら
の
松
方
財
政
に
よ
る
デ
フ
レ
政
策
の
た
 
 

め
、
農
村
が
窮
乏
し
て
い
た
。
海
外
渡
航
が
煽
ら
れ
て
い
た
の
も
そ
の
た
め
で
 
 

あ
り
、
少
し
で
も
近
い
ハ
ワ
イ
が
選
ば
れ
た
と
推
定
で
き
る
。
 
 

ハ
ワ
イ
ヘ
の
渡
航
 
 

二
 
移
民
の
生
活
 
 
 

「
移
住
者
名
簿
」
に
よ
る
と
、
熊
野
町
で
も
っ
と
も
早
 
 

く
か
ら
渡
航
先
に
選
ば
れ
て
い
る
の
が
、
ア
メ
リ
カ
・
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円
の
貯
金
が
可
能
だ
と
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
現
実
に
は
、
そ
の
間
に
も
家
族
へ
の
送
金
が
必
要
で
あ
 
 

り
、
帰
国
費
と
何
が
し
か
の
金
を
用
意
す
る
に
は
、
さ
ら
に
数
年
働
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
表
5
－
6
－
3
の
「
在
ハ
ワ
イ
国
そ
 
 

の
他
仕
送
表
貯
蓄
金
」
に
よ
る
と
、
熊
野
か
ら
の
ハ
ワ
イ
出
夜
着
は
明
治
二
十
六
年
（
一
入
九
三
）
、
二
十
七
年
、
二
十
八
年
の
そ
れ
 
 

ぞ
れ
の
年
の
初
め
に
一
〇
人
、
一
五
人
、
一
一
人
い
た
。
そ
し
て
ひ
と
り
当
り
七
三
円
、
四
」
ハ
円
、
八
〇
円
の
仕
送
り
を
し
て
い
 
 

る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
明
治
二
十
八
・
九
年
の
「
布
畦
国
出
稼
帰
郷
者
調
」
を
み
る
と
、
五
名
の
熊
野
出
身
者
の
う
ち
、
渡
航
前
の
生
計
が
困
 
 

難
な
者
三
名
、
困
難
な
し
と
さ
れ
て
い
る
者
が
二
名
で
あ
る
。
表
5
－
6
－
4
の
A
・
B
と
C
・
D
は
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
年
月
に
渡
航
 
 

し
帰
郷
し
て
い
る
こ
と
か
ら
連
れ
だ
っ
て
の
出
稼
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
は
六
年
間
、
後
者
は
三
年
間
働
い
て
帰
郷
し
て
い
る
。
 
 

普
通
、
契
約
期
間
は
三
年
で
あ
る
か
ら
、
前
者
は
終
了
後
さ
ら
竺
二
年
間
働
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
所
得
金
額
は
前
者
が
六
年
間
 
 

で
各
五
〇
〇
円
内
外
、
後
者
が
三
年
間
で
各
二
六
〇
円
内
外
に
な
る
。
因
み
に
二
十
六
年
頃
の
熊
野
村
の
書
記
の
月
俸
は
三
門
で
あ
 
 

っ
た
。
渡
航
後
は
、
出
稼
奨
励
の
た
め
で
も
あ
る
が
、
生
計
困
難
で
あ
っ
た
三
名
も
、
困
難
な
し
と
郡
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
 
 
 

第
五
茸
 
近
 
 
 
代
 
 
 

ハ
ワ
イ
で
の
仕
事
は
、
甘
庶
耕
地
や
製
糖
工
場
だ
っ
た
。
単
純
作
業
で
吉
葉
は
通
じ
な
く
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
条
件
を
政
府
間
 
 

の
危
初
の
約
定
書
に
よ
っ
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
横
浜
よ
り
ホ
ノ
ル
ル
ま
で
の
費
用
は
雇
用
主
の
負
担
で
あ
る
。
契
約
期
間
 
 

は
三
年
で
、
一
カ
月
間
に
二
六
日
働
く
。
一
日
の
就
業
時
間
は
、
耕
地
で
は
一
〇
時
間
、
工
場
で
は
一
二
時
間
と
す
る
。
一
カ
月
の
 
 

給
料
ほ
、
男
で
一
五
ド
ル
と
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
一
〇
年
後
の
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
」
ハ
）
の
民
間
の
契
約
書
で
比
べ
て
み
る
と
 
 

一
カ
月
一
二
ド
ル
、
人
頭
税
を
払
う
こ
と
、
移
民
取
扱
人
に
一
〇
円
払
う
こ
と
と
あ
り
、
あ
と
は
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
条
件
は
 
 

む
し
ろ
悪
く
な
っ
て
い
る
。
 
 

ハ
ワ
イ
か
ら
の
送
金
 
 

政
府
の
作
成
し
た
「
出
稼
人
趣
意
書
」
で
は
、
病
気
を
せ
ず
勤
勉
に
労
働
を
す
れ
ば
、
三
年
間
に
四
〇
〇
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一
万
貯
蓄
、
不
動
産
等
に
使
用
さ
れ
た
金
額
は
六
五
％
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
、
ハ
ワ
イ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
人
か
ら
の
送
金
額
は
多
様
で
あ
る
。
二
十
八
、
二
十
九
年
の
合
計
一
三
名
の
う
ち
、
渡
航
 
 

前
の
生
計
困
難
老
は
た
ん
と
一
二
名
も
い
る
。
そ
の
年
の
送
金
は
、
一
〇
〇
円
以
上
二
名
、
五
〇
円
以
上
三
名
、
五
〇
円
未
満
六
 
 

名
、
送
金
し
て
い
な
い
者
も
二
名
い
る
。
残
留
家
族
に
も
、
生
計
が
「
困
難
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
七
家
族
も
あ
る
。
 
 
 

表
5
－
6
－
3
～
表
5
－
6
－
5
か
ら
、
明
治
二
十
八
年
に
は
、
ハ
ワ
イ
へ
の
出
稼
老
一
一
人
の
う
ち
二
人
が
帰
郷
し
て
い
る
こ
 
 

と
、
し
か
も
家
族
の
老
の
生
活
が
「
困
難
な
し
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
な
る
ま
で
送
金
す
る
か
そ
れ
だ
け
の
金
を
持
ち
帰
る
必
要
が
 
 

民
 
 

第
六
節
 
移
 
 

三
名
の
う
ち
二
名
は
、
負
債
償
却
に
は
五
〇
円
、
七
〇
円
し
か
当
て
て
い
な
い
。
 
 

表
5
6
－
4
 
明
治
二
十
八
、
二
十
九
年
 
布
畦
国
出
稼
帰
郷
者
調
（
熊
野
村
）
 
 
 

こ
れ
は
所
得
金
額
全
体
の
わ
ず
か
九
％
で
あ
る
。
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〝 〝 〝 29 〝 〝 〃 〝 〝 〝 〝 〝 28  年  

一 送   
二五五七○   

00五八l三○七00二○           円  金  
00八七  00二00三○   
00五五  額          00七00九C魔   

貯  

ニ    セ  

七  金   
便  不  

一  ○   
勒      」lllll五○【○   

用  
（⊃0  0  

費  

債  二一  ⊂）  00【011Fll   

00  0   償   
00  0   却   

途   

一   四 四   饉  
lO五八I三O L 五01L   

（⊃八七  （⊃0  00   
○八五  00  00   費  

家家家  家  豪  
族族族  族  族  
ノ 者 ノ  ノ  ノ  

家   
ノ   

送来送  従  送  状  
金田金  来  金  
前難前  田  前  金  
囚  送  難  困  困   
難  金  難  難   
送  後  

送  送   
金  況  

後  困  襖  
モ  雛  

後  
亦  善   

同  ナ  同  シ   ジ  シ  ジ   

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 
 

表
5
1
6
－
6
の
明
治
四
十
年
の
熊
野
村
海
外
渡
航
人
員
に
上
れ
ば
、
ハ
ワ
イ
は
四
六
名
で
そ
の
う
ち
女
子
は
四
名
で
あ
る
。
そ
 
 

の
年
の
ハ
ワ
イ
か
ら
の
送
金
額
は
二
三
〇
〇
円
で
、
ひ
と
り
当
り
五
〇
円
で
あ
り
、
蓑
5
－
6
5
の
二
十
八
、
二
十
九
年
は
四
十
 
 

円
弱
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
帰
郷
者
は
三
名
お
り
、
ひ
と
り
当
り
二
〇
〇
円
を
持
ち
帰
っ
て
い
る
。
ま
た
、
総
所
得
金
額
の
う
ち
負
債
 
 

償
却
は
九
％
で
二
十
八
、
九
年
と
か
わ
ら
な
い
。
L
か
し
貯
金
及
び
不
動
産
等
購
入
ほ
八
六
％
と
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

第
五
黄
 
近
 
 
 
代
 
 
 

表
5
－
6
－
5
 
明
治
二
十
八
、
二
十
九
年
 
布
瞳
国
出
稼
送
金
老
調
 
（
熊
野
村
）
 
 



表5－6－6 明治40年 海外渡航人員（熊野村）  

静
六
節
 
移
 
 

399   



ア
メ
リ
カ
へ
の
日
本
人
渡
航
者
は
明
治
三
十
二
年
（
一
入
九
九
）
に
は
三
万
人
を
超
え
た
。
熊
野
の
人
も
明
治
 
 
 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
7
 
 

三
十
三
年
頃
か
ら
ふ
え
て
い
る
。
主
な
渡
航
先
は
ア
メ
リ
カ
西
部
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
7
州
で
あ
っ
た
。
熊
野
 
 

出
身
で
、
名
前
の
は
っ
き
り
す
る
渡
航
者
（
移
住
者
を
含
む
）
は
、
明
治
三
十
一
年
か
ら
三
十
五
年
に
か
け
て
五
名
、
三
十
七
年
か
ら
 
 

三
十
九
年
に
は
六
名
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
聖
二
十
年
代
二
名
が
い
る
。
後
半
は
日
露
戦
争
に
よ
る
農
村
の
荒
廃
と
そ
の
後
の
不
況
に
 
 

よ
る
も
の
か
、
「
ハ
ワ
イ
か
ら
大
陸
に
渡
る
こ
と
を
許
可
し
た
の
で
、
明
治
三
十
七
、
三
十
八
、
三
十
九
年
の
三
ケ
年
は
、
ど
の
船
 
 

も
六
、
七
百
人
以
上
の
渡
航
者
が
あ
っ
た
。
明
治
三
十
九
年
に
は
在
米
日
本
人
七
万
三
千
人
、
明
治
凹
十
年
に
は
八
万
九
百
人
に
な
 
 

っ
た
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
ハ
ワ
イ
か
ら
の
再
渡
航
者
が
か
な
り
あ
っ
た
に
違
い
な
い
‥
 
 
 

蓑
5
－
6
－
6
に
あ
る
よ
う
に
、
明
治
四
十
年
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
従
来
渡
航
人
員
は
四
八
人
と
な
る
。
ひ
と
り
当
り
六
〇
円
送
金
 
 

し
て
来
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
よ
り
一
〇
円
多
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
年
の
帰
郷
者
は
一
人
で
あ
る
が
、
持
ち
帰
っ
た
金
額
は
二
 
 
 

第
五
章
 
近
 
 

囲5－6－l ハワイへの移民・移住  

下線のある地名は、熊野出身者がいた  

か、いるところ   

渡
航
者
の
な
か
に
は
そ
の
ま
ま
移
住
す
る
人
も
い
る
。
明
治
四
十
二
年
 
 

（
一
九
〇
九
）
の
 
「
ハ
ワ
イ
島
人
名
録
」
の
中
で
熊
野
出
身
者
を
探
す
と
オ
 
 

ア
フ
島
で
次
の
二
名
が
い
た
。
 
 
 

①
 
ハ
レ
イ
ヮ
在
住
 
理
髪
業
 
 
 

①
 
パ
ー
ル
シ
テ
ィ
在
住
 
馬
車
業
 
 
 

数
が
少
な
い
の
は
、
記
載
も
れ
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
多
く
は
出
 
 

稼
ぎ
を
中
心
と
す
る
渡
航
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
し
て
、
さ
ら
に
新
た
な
飛
躍
を
求
め
て
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
渡
る
人
 
 

が
多
か
っ
た
。
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五
〇
円
と
や
ほ
り
ハ
ワ
イ
よ
り
多
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
年
の
渡
航
者
が
ハ
ワ
イ
へ
は
一
人
で
あ
る
の
に
対
し
ア
メ
リ
カ
は
四
 
 

人
と
増
加
の
候
向
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

熊
野
か
ら
の
渡
航
・
移
住
者
の
様
子
を
み
る
と
、
ま
ず
渡
航
時
の
年
齢
は
二
六
名
中
一
九
名
が
二
〇
歳
以
下
で
あ
る
。
そ
の
仕
事
 
 

は
鉱
夫
や
果
樹
園
で
の
果
実
の
つ
み
取
り
作
業
な
ど
で
あ
り
、
よ
い
金
も
う
け
に
な
る
仕
事
を
求
め
て
転
々
と
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
一
定
の
土
地
で
農
業
に
従
事
す
る
人
も
多
か
っ
た
。
熊
野
の
多
く
の
人
の
例
で
い
え
ば
、
居
住
地
は
海
岸
山
脈
と
シ
エ
ラ
 
 

ネ
バ
ダ
山
脈
と
の
間
の
セ
ン
ト
ラ
ル
バ
レ
ー
に
あ
る
サ
ク
ラ
メ
ソ
ト
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
7
の
州
都
）
付
近
で
あ
る
。
大
地
主
や
会
社
か
ら
 
 

土
地
を
借
り
て
、
支
配
人
の
指
導
の
も
と
で
指
定
さ
れ
た
作
物
を
請
負
う
の
で
あ
る
が
、
他
に
、
雇
わ
れ
て
決
め
ら
れ
た
仕
事
を
す
 
 

第
六
節
 
移
 
 
 

図5－6－2 サクラメソト周辺  

熊野出身者のいたところにグランド島、タライ  

島、シャーー・マソ島などがある。これらの島はア  
イルトンの南、サクラメソト川下流にできた中  

州の発達したところと推定できる。  

る
農
業
労
働
者
も
い
た
。
日
本
人
労
働
者
は
集
 
 

団
（
キ
ャ
ン
プ
）
で
生
活
す
る
の
で
あ
る
。
ま
か
 
 

な
い
な
ど
は
日
本
か
ら
や
っ
て
き
た
女
性
が
し
 
 

て
い
た
。
明
治
三
十
年
代
の
作
物
は
ピ
ー
ン
 
 

ズ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
多
く
、
明
治
四
十
年
代
 
 

で
は
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
じ
や
が
い
も
、
ア
ソ
 
 
 

ズ
、
レ
モ
ン
、
セ
ロ
リ
と
多
様
に
た
 
っ
て
い
 
 
 

る
。
 
 
 

一
方
、
渡
航
者
に
鉱
夫
や
珊
祝
園
労
働
の
仕
事
 
 

を
周
旋
す
る
人
や
、
一
時
的
に
宿
泊
す
る
旅
館
 
 

を
経
営
す
る
人
も
出
て
き
た
。
熊
野
出
身
者
の
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第
正
章
 
近
 
 
 
代
 
 

な
か
紅
は
資
金
を
た
め
て
明
治
四
十
二
年
旅
館
を
借
り
、
四
十
五
年
に
は
購
入
し
て
そ
れ
ら
の
仕
事
を
し
て
い
る
人
も
い
る
。
し
か
 
 

し
、
こ
の
人
の
家
族
も
ま
た
、
土
地
を
借
り
て
作
物
栽
培
を
請
負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
自
営
へ
の
道
は
厳
し
か
っ
 
 

た
。
さ
ら
に
、
日
露
戦
争
後
、
黄
禍
説
が
声
高
に
唱
え
ら
れ
、
排
日
運
動
が
激
し
く
な
っ
た
。
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
な
る
 
 

と
、
日
本
人
土
地
所
有
禁
止
法
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
議
会
を
通
過
し
、
日
本
人
の
土
地
所
有
が
禁
止
さ
れ
、
土
地
の
借
地
権
も
三
 
 

年
以
内
に
お
さ
え
ら
れ
た
。
ま
た
同
年
、
日
米
の
紳
士
協
約
で
ア
メ
リ
カ
へ
の
日
本
人
の
移
住
が
制
限
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
 
 

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
も
熊
野
か
ら
は
二
六
名
が
再
渡
航
か
呼
び
寄
せ
と
い
う
方
法
で
渡
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
帰
国
 
 

者
も
多
か
っ
た
。
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
か
ら
の
一
〇
年
間
（
大
正
九
年
ま
で
）
の
調
査
に
よ
る
と
、
入
国
八
万
八
〇
〇
〇
人
、
 
 

帰
国
者
七
万
人
余
を
数
え
て
い
る
。
 
 
 

そ
う
し
た
な
か
で
、
女
子
の
渡
航
者
が
急
増
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
日
本
に
帰
り
、
妻
を
み
つ
け
て
結
婚
し
、
同
伴
で
渡
米
し
た
 
 

場
合
も
あ
る
が
、
写
真
で
結
婚
し
た
花
嫁
を
呼
び
寄
せ
る
と
い
う
方
法
が
多
か
っ
た
。
結
婚
し
、
家
庭
を
も
つ
と
い
う
こ
と
は
、
移
 
 

住
の
第
一
歩
だ
と
い
え
る
。
熊
野
か
ら
は
、
明
治
四
十
五
年
か
ら
女
子
の
渡
航
者
が
ふ
え
て
い
る
。
 
 
 

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
は
、
排
日
移
民
法
が
施
行
さ
れ
、
借
地
権
ま
で
が
奪
わ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
二
世
が
い
れ
 
 

ば
、
そ
の
市
民
権
を
利
用
す
る
方
法
が
あ
っ
た
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
帰
国
す
る
か
、
農
村
で
賃
金
労
働
者
に
な
る
か
、
都
市
や
鉱
 
 

山
で
仕
事
を
求
め
る
よ
り
他
に
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
も
熊
野
か
ら
八
家
族
が
渡
っ
て
き
て
い
る
。
 
 

名
、
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
四
名
、
ア
イ
ダ
ホ
州
二
名
な
ど
で
あ
る
。
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
・
ア
イ
ダ
 
 

ホ
・
ユ
タ
・
モ
ン
タ
ナ
・
コ
ロ
ラ
ド
は
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
の
あ
る
州
で
あ
る
。
オ
レ
ゴ
ン
州
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
と
並
ん
で
そ
れ
ら
の
 
 

州
へ
の
西
か
ら
の
入
口
で
あ
る
。
 
 
 

ア
メ
リ
カ
山
岳
諸
州
・
カ
ナ
ダ
 
 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ハ
ワ
イ
を
除
い
て
、
熊
野
町
か
ら
渡
航
者
の
多
い
の
は
、
オ
レ
ゴ
ン
州
五
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明
治
二
十
年
代
に
渡
航
し
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
モ
ソ
タ
ナ
州
ミ
ゾ
ロ
町
の
病
院
で
亡
く
な
っ
た
熊
野
の
人
が
い
る
。
ミ
 
 

ゾ
P
町
は
、
／
－
ザ
ソ
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
鉄
道
（
現
在
の
バ
ー
リ
ソ
ト
ン
、
ノ
ー
ザ
ソ
）
の
主
要
な
拠
点
で
あ
り
、
し
か
も
近
く
に
は
金
、
 
 

鉛
、
鋼
の
鉱
山
が
あ
る
。
ま
た
渡
航
年
次
ほ
不
明
だ
が
、
大
正
九
年
コ
ロ
ラ
ド
州
プ
ェ
プ
ロ
近
く
の
フ
ロ
ー
レ
ソ
ス
炭
坑
で
も
亡
く
 
 

な
っ
て
い
る
人
が
い
る
。
 
 
 

こ
う
し
て
み
る
と
、
前
の
山
岳
諸
州
を
渡
航
地
に
し
て
い
る
人
々
は
鉄
道
線
路
の
建
設
か
保
線
ま
た
は
鉱
山
で
の
労
働
者
で
あ
っ
 
 

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
山
岳
諸
州
で
の
鉄
道
・
鉱
山
の
開
発
は
、
か
つ
て
中
国
人
労
働
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
 
 

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
の
中
国
人
移
民
取
締
条
約
や
明
治
三
十
五
年
の
法
改
正
で
中
国
人
が
完
全
に
締
め
出
さ
れ
た
。
そ
の
か
わ
 
 

り
に
低
賃
金
で
も
勤
勉
た
働
く
日
本
人
が
使
用
者
か
ら
歓
迎
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
熊
野
か
ら
の
オ
レ
ゴ
ン
・
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
の
合
 
 

計
九
名
で
み
る
と
明
治
三
十
年
代
六
名
、
大
正
年
代
二
名
、
不
明
一
名
で
あ
る
。
 
 
 

カ
ナ
ダ
へ
は
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
は
、
一
〇
人
の
渡
航
者
が
い
た
。
「
移
住
者
名
簿
」
に
よ
る
と
バ
ソ
ク
㌧
ハ
ー
へ
明
治
 
 

四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
、
オ
ソ
タ
リ
オ
州
へ
大
正
十
二
年
に
移
住
し
て
い
る
。
名
簿
以
外
に
も
二
人
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。
と
 
 

も
に
ア
メ
リ
カ
と
同
じ
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

昭
和
十
六
年
、
太
平
洋
戦
争
の
開
始
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
在
留
の
日
系
人
の
強
制
収
容
が
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
。
 
 

改
名
）
 
に
よ
る
渡
航
で
あ
り
、
砂
糖
き
び
耕
地
の
労
働
者
と
し
て
で
あ
る
。
 
 
 

労
働
条
件
は
三
ケ
年
契
約
、
一
ケ
月
二
六
、
七
日
、
一
日
一
〇
時
間
労
働
で
、
ハ
ワ
イ
の
場
合
と
似
て
い
る
。
給
与
は
月
≡
○
シ
 
 

リ
ソ
グ
（
一
二
門
前
後
）
で
、
ほ
か
に
三
食
と
家
屋
、
浴
場
な
ど
が
雇
用
主
か
ら
与
え
ら
れ
る
。
ク
イ
ソ
ス
ラ
ソ
ド
へ
熊
野
か
ら
行
っ
 
 

第
六
節
 
移
 
 
 
民
 
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
7
・
メ
ラ
ネ
シ
ア
 
 

海
外
移
住
者
名
簿
以
外
で
は
、
オ
ー
ス
と
フ
リ
ア
の
ク
イ
ソ
ス
ラ
ソ
ド
や
フ
ィ
ジ
ー
諸
島
に
 
 

出
か
け
て
い
る
人
々
が
い
る
。
日
本
吉
佐
移
民
会
社
（
の
ち
に
日
木
吉
佐
移
民
合
名
会
社
と
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た
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
政
府
と
契
約
し
た
皇
国
植
民
合
資
会
社
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
第
一
回
の
船
は
、
総
勢
七
八
一
人
 
 

を
乗
せ
た
室
戸
九
だ
っ
た
。
船
は
、
神
戸
港
を
出
発
し
、
イ
ソ
ド
洋
を
通
り
、
二
カ
月
か
け
て
六
月
十
八
日
、
サ
ン
ト
ス
港
に
着
い
 
 

た
。
こ
の
な
か
に
も
熊
野
出
身
者
が
二
名
（
広
島
県
は
四
二
人
）
い
た
。
移
民
の
条
件
は
家
族
を
同
伴
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
熊
野
の
二
 
 
 

第
玉
章
 
近
 
 
代
 
 

て
い
る
人
は
『
広
島
県
史
』
（
近
代
1
）
に
よ
れ
ば
、
琴
一
回
（
明
治
二
十
六
年
五
月
）
の
広
島
県
人
二
重
ハ
人
中
の
八
人
、
第
四
回
（
二
十
 
 

七
年
八
月
）
の
一
〇
二
人
中
の
三
人
が
い
る
。
別
の
資
料
で
ほ
、
明
治
二
十
五
年
（
六
九
二
）
に
行
っ
て
い
る
人
が
い
る
8
そ
の
年
だ
 
 

と
す
れ
ば
第
一
回
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
地
で
二
十
九
年
、
帰
国
の
年
に
病
没
し
て
い
る
。
三
ケ
年
契
約
な
の
で
一
年
延
期
し
た
の
 
 

か
、
出
発
が
二
十
六
年
だ
っ
た
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
遺
骨
は
父
親
が
沖
縄
ま
で
引
き
取
り
に
行
っ
て
い
る
。
 
 
 

フ
ィ
ジ
ー
へ
は
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
四
月
の
広
島
県
人
一
〇
八
人
（
全
国
三
〇
五
人
）
の
う
ち
、
熊
野
村
三
人
本
庄
村
一
 
 

人
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
最
初
の
二
、
三
ケ
月
は
七
円
五
十
銭
の
送
金
も
あ
り
、
順
調
で
あ
っ
た
が
、
十
月
よ
り
赤
痢
や
脚
気
、
熱
 
 

気
・
熱
病
の
た
め
死
者
や
重
病
人
が
続
出
し
、
同
年
末
に
は
ひ
じ
ょ
う
に
悲
惨
な
状
態
に
な
っ
た
と
い
う
。
移
民
会
社
は
明
治
二
十
八
 
 

年
一
月
日
本
郵
船
の
雇
船
『
ア
フ
ガ
ン
号
』
で
全
員
を
引
き
揚
げ
さ
せ
た
。
し
か
し
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
、
広
島
県
人
で
ほ
現
地
 
 

で
二
十
五
人
（
全
国
八
十
一
人
）
船
中
九
人
（
同
二
十
五
人
）
上
陸
後
二
人
（
同
五
人
）
の
死
者
が
出
て
、
無
事
帰
郷
し
た
老
は
七
十
二
人
 
 

に
過
ぎ
ず
、
三
分
の
一
は
死
亡
し
て
い
る
駆
欄
史
・
言
こ
の
結
果
を
み
れ
ば
、
熊
野
町
関
係
者
か
ら
も
犠
牲
者
が
出
て
い
た
に
違
い
 
 

な
い
。
渡
航
者
に
は
労
苦
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

フ
ラ
ソ
ス
領
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
も
同
じ
よ
う
に
労
働
条
件
が
悪
か
っ
た
。
東
洋
移
民
合
資
会
社
の
手
に
よ
り
明
治
三
十
三
年
か
 
 

ら
三
十
八
年
に
か
け
て
三
二
三
人
が
渡
っ
て
い
る
。
熊
野
町
か
ら
も
少
な
く
と
も
一
人
が
三
十
三
、
三
十
四
年
に
行
っ
て
い
る
。
仕
 
 

事
は
ニ
ッ
ケ
ル
会
社
所
有
の
鉱
山
で
の
労
働
で
あ
っ
た
。
 
 

ブ
ラ
ジ
ル
 
 

ア
メ
リ
カ
へ
の
渡
航
が
む
ず
か
し
く
な
っ
た
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
か
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
渡
航
が
は
じ
ま
っ
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そ
の
後
、
熊
野
出
身
者
が
多
く
な
る
の
は
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
、
十
四
年
、
十
五
年
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
七
・
七
・
一
 
 

六
人
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
不
況
に
と
も
な
う
農
村
の
貧
窮
化
に
対
応
し
て
、
日
本
政
府
が
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
を
奨
励
し
、
 
 

渡
航
費
を
全
額
負
担
す
る
と
い
っ
た
積
極
策
を
と
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
世
界
恐
慌
の
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
、
六
年
は
 
 

二
人
、
一
人
と
少
な
い
。
こ
の
頃
に
な
る
と
広
島
県
の
移
民
県
と
し
て
の
地
位
も
沖
縄
・
熊
本
に
譲
っ
て
第
三
位
で
あ
る
。
 
 

第
六
節
 
移
 
 
 
民
 
 

1瞥∵∵チャーー ‥W一山 一  
、 

＼払  

㌔通∴わL∴L」＿ゝ  

－ ■■▲＼●■t〆．I＿∴  

国5－6－3 第1匡け多民を棚退≡した笠戸丸  

（「ブラジル年鑑」より）  

人
は
独
身
者
だ
っ
た
の
で
、
ほ
か
の
家
族
に
含
め
ら
れ
て
の
入
植
（
コ
ロ
ノ
）
で
あ
る
。
広
島
県
人
 
 

は
、
熊
本
・
宮
城
・
山
形
・
新
潟
な
ど
五
〇
家
族
及
び
独
身
者
の
二
一
九
人
と
い
っ
し
ょ
に
「
セ
 
 

ソ
タ
ヲ
ソ
ジ
ニ
ョ
」
郡
の
デ
ュ
モ
ソ
ト
耕
地
に
入
植
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 
 
 

寝
起
き
す
る
部
屋
は
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
殻
や
枯
草
を
敷
い
た
土
間
で
あ
っ
た
。
最
初
の
仕
事
 
 

は
、
コ
ー
ヒ
ー
の
実
の
採
取
で
あ
る
。
し
か
し
、
慣
れ
な
い
こ
と
と
、
道
具
の
不
揃
い
、
時
期
お
 
 

く
れ
（
五
月
に
始
ま
り
、
九
月
に
終
る
の
が
普
通
）
で
成
績
は
あ
が
ら
な
か
っ
た
。
借
金
は
ふ
え
、
不
 
 

平
は
つ
の
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
耕
地
で
の
日
本
移
民
は
交
渉
の
す
え
、
よ
り
よ
い
条
件
の
耕
 
 

地
へ
移
動
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ひ
と
ま
ず
移
民
収
容
所
に
全
員
引
き
揚
げ
た
と
も
い
 
 

わ
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
か
ら
、
翌
年
の
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
渡
航
者
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
し
か
 
 

し
、
そ
の
翌
年
に
は
復
活
し
、
そ
の
後
の
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
と
七
年
に
山
を
作
り
な
が
ら
推
 
 

移
し
て
い
る
。
こ
れ
は
コ
ー
ヒ
ー
労
働
に
慣
れ
る
に
従
い
成
績
も
向
上
し
た
こ
と
と
開
条
費
も
支
 
 

給
さ
れ
る
等
、
条
件
も
良
く
な
っ
て
き
た
こ
と
が
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
頃
の
渡
航
者
数
は
 
 

次
の
表
5
－
6
－
7
の
と
お
り
で
あ
る
。
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昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
六
月
発
行
の
『
ブ
ラ
ジ
ル
年
鑑
』
の
住
所
録
に
よ
っ
て
熊
野
町
出
身
者
を
調
べ
る
と
、
表
5
－
6
－
8
の
 
 

二
〇
名
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

熊
野
出
身
者
は
ひ
と
り
を
除
い
て
全
て
蔑
業
従
事
者
で
あ
る
。
ま
た
、
住
所
ほ
サ
ソ
パ
ウ
ロ
州
中
心
で
あ
る
。
地
域
の
特
色
を
鉄
 
 

道
沿
線
で
分
け
て
み
る
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
付
近
は
借
地
農
が
多
く
、
ノ
ロ
エ
ス
テ
線
は
ノ
ー
バ
ア
ア
リ
ア
ン
サ
を
除
け
ば
独
立
・
請
負
 
 

。
 

が
多
い
ソ
ロ
カ
バ
ナ
線
は
独
立
農
が
多
く
、
モ
ジ
ア
ナ
線
は
日
本
人
以
外
の
所
有
に
な
る
耕
地
が
多
く
、
当
時
日
本
人
た
ち
の
間
 
 

で
「
コ
ロ
ノ
の
学
校
」
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
コ
ロ
ノ
（
土
地
を
も
た
な
い
農
園
の
契
約
労
働
者
）
が
多
い
。
作
物
に
し
て
も
、
サ
ン
パ
ウ
 
 

ロ
付
近
は
近
郊
農
業
の
特
色
を
み
せ
て
い
る
。
熊
野
出
身
者
の
三
家
族
ほ
、
じ
や
が
い
も
を
作
っ
て
い
る
。
表
の
①
の
人
は
こ
の
地
 
 

区
で
最
大
の
耕
地
を
も
ち
、
⑧
の
人
は
昭
和
三
年
の
コ
チ
ア
産
業
組
合
の
設
立
及
び
そ
の
育
成
望
見
献
し
た
。
ノ
ロ
エ
ス
テ
・
ソ
ロ
 
 

カ
バ
ナ
線
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
独
立
農
と
し
て
二
万
本
の
コ
ー
ヒ
ー
を
栽
培
し
て
い
る
熊
野
出
身
者
も
い
 
 

る
。
ソ
ロ
カ
バ
ナ
線
最
大
の
日
系
移
住
地
バ
ス
ト
ス
で
は
、
日
系
人
に
よ
る
商
業
、
運
送
業
、
工
業
が
盛
ん
で
あ
り
、
病
院
・
日
伯
 
 

学
校
も
あ
る
。
旅
館
も
三
軒
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
軒
は
、
熊
野
出
身
者
が
経
常
し
て
い
た
。
 
 

三
名
の
熊
野
出
身
者
が
わ
か
っ
て
い
る
。
「
名
籍
」
で
メ
キ
シ
コ
を
渡
航
先
に
し
て
い
る
人
は
、
ソ
ロ
ラ
 
 

（
正
し
く
ほ
ソ
ノ
ラ
）
州
と
な
っ
て
い
る
。
渡
航
年
次
は
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
が
ひ
と
り
、
あ
と
は
明
治
の
四
十
年
代
で
あ
 
 
 

メ
キ
シ
コ
・
ペ
ル
ー
 
 

弟
玉
章
 
近
 
 
 
代
 
 
 

表
5
－
6
－
ア
 
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
渡
航
者
 
 

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
次
い
で
メ
キ
シ
コ
が
多
い
。
「
名
簿
」
で
五
名
、
ほ
か
の
資
料
で
 
 



ま
た
三
十
八
年
九
月
、
ロ
シ
ア
と
講
和
条
約
を
調
印
し
、
南
サ
ハ
リ
ソ
・
遼
東
（
関
東
州
）
租
借
 
 

権
な
ど
を
獲
得
し
た
。
同
時
に
、
ロ
シ
ア
に
韓
国
保
護
の
権
限
が
日
本
に
あ
る
こ
と
を
承
認
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
四
十
三
 
 

年
八
月
に
は
韓
国
併
合
に
関
す
る
日
韓
条
約
に
調
印
し
た
。
 
 
 

日
本
領
有
の
も
っ
と
も
早
い
台
湾
に
は
、
明
治
三
十
七
年
か
ら
熊
野
出
身
者
が
渡
航
・
移
住
し
て
い
る
。
一
時
減
少
し
た
年
も
あ
 
 

っ
た
が
、
四
十
三
年
か
ら
男
三
人
・
女
四
人
、
四
十
五
年
に
は
男
八
人
・
女
二
人
と
全
体
と
し
て
年
々
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
 
 

四
十
二
年
か
ら
大
正
六
年
ま
で
の
台
湾
官
営
農
業
移
民
事
業
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

第
六
節
 
移
 
 
 
民
 
 

る
。
こ
の
ソ
ノ
ラ
州
を
当
時
の
「
移
民
調
査
報
告
」
で
み
る
と
、
大
陸
楕
民
会
社
の
手
に
よ
る
黒
山
金
坑
の
労
働
者
と
し
て
の
移
民
 
 

が
で
て
く
る
。
こ
の
金
坑
は
ア
メ
リ
カ
資
本
に
よ
る
も
の
で
、
住
居
は
テ
ソ
ト
張
り
、
一
張
り
に
四
～
六
人
の
共
同
生
活
で
あ
る
。
 
 

賃
金
は
普
通
一
日
二
～
三
ド
ル
で
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
人
々
も
、
は
じ
め
は
ベ
ラ
ク
ル
ス
州
の
オ
ハ
ケ
ニ
 
 

ア
耕
地
の
砂
糖
き
び
労
働
者
か
、
ハ
リ
ス
コ
州
の
ツ
ス
パ
ン
以
西
の
鉄
道
労
働
者
で
あ
り
、
の
ち
こ
の
地
に
や
っ
て
き
た
と
推
定
で
 
 

き
る
。
ほ
か
に
、
当
時
メ
キ
シ
コ
在
留
一
〇
年
あ
ま
り
の
人
も
い
た
。
 
 
 

ペ
ル
ー
へ
の
渡
航
は
、
「
名
簿
」
に
三
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
首
都
リ
マ
の
北
西
に
あ
る
太
平
洋
岸
の
都
市
ト
ル
ヒ
ー
ヨ
で
あ
 
 

る
。
多
分
そ
の
郊
外
に
あ
っ
た
耕
地
で
の
砂
糖
き
び
労
働
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

ま
た
、
ア
ル
ゼ
ソ
テ
ソ
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
は
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
渡
り
、
現
在
で
も
消
息
の
わ
か
る
人
が
い
る
。
 
 
 

「
名
簿
」
以
外
で
あ
る
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ソ
に
も
移
民
が
渡
航
し
た
。
明
治
三
十
九
年
（
l
九
〇
六
）
マ
ニ
ラ
で
死
亡
し
た
人
の
ほ
か
 
 

に
二
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ソ
に
は
、
明
治
三
十
六
年
ペ
ソ
ゲ
ッ
ト
道
路
工
事
労
務
者
と
し
て
日
本
人
一
、
五
〇
〇
 
 

人
が
渡
航
し
て
い
る
。
 
 

海
外
植
民
地
へ
の
渡
航
・
移
住
 
 

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
四
）
四
月
、
日
本
は
清
と
講
和
条
約
を
調
印
し
、
台
湾
を
領
有
し
た
。
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住所録およびその地域の日系人の状況  

第
玉
章
 
近
 
 
 

1933『伯刺西爾年鑑』より  
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表5－6－8 昭和7年の熊野町出身老  

第
六
蔀
 
移
 
 

注 地積欄の独は独立艶話は請負應、借は借地乳数はエーカーか？  
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第
玉
章
 
近
 
 
 
代
 
 
 

熊
野
村
か
ら
朝
鮮
へ
の
渡
航
・
移
住
は
、
明
治
四
十
三
年
の
男
六
人
・
女
二
人
か
ら
で
あ
る
。
朝
鮮
も
明
治
由
十
二
年
（
一
九
〇
 
 

九
）
か
ら
東
洋
拓
殖
鯛
k
上
る
農
業
移
民
が
始
ま
り
、
そ
れ
と
の
関
係
も
予
想
さ
れ
る
が
、
筆
の
原
料
の
仕
入
れ
お
よ
び
販
売
な
ど
 
 

も
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

日
本
全
体
の
渡
船
・
移
住
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
台
湾
に
一
三
万
四
〇
〇
〇
人
、
朝
鮮
に
二
四
万
人
と
い
わ
れ
て
い
る
。
熊
 
 

野
村
の
場
合
、
前
者
が
一
〇
人
、
後
者
が
二
三
人
で
や
や
朝
鮮
に
比
重
が
か
か
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
 
 
 

カ
ラ
フ
ト
は
、
明
治
四
十
三
年
か
ら
四
十
五
年
ま
で
の
一
時
期
一
人
な
い
し
三
人
が
渡
航
し
て
い
る
。
関
東
州
に
は
大
正
七
年
か
 
 

ら
男
二
人
が
渡
航
し
、
移
住
し
て
い
る
。
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